
「地域を灯そう
空き家の影絵アートイベント！！」

ー　御畳瀬小学校を拠点として、御畳瀬地域にある空き家を利用した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　影絵アートイベントを夜に開催する　ー
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はじめにこちらの新聞をご覧ください！出典：高知新聞（2018年6月6日）

出典：産経新聞（2017年2月28日）



19170
22240

28550

1988 2003 2013

空き家数
空き家数

高知市の空き家問題

高知市民一人あたりの持ち家
は6.3棟！共同住宅も増加！

住む人がいなくなっていき、人
口減少とともに空き家が増加

していることが分かる

その結果…

出典：高知市空家等対策計画
（平成30年9月改正）



津波浸水予想地域の
空き家の増加

　全域が海に面している
地域の空き家率が高い

出典：高知市空家等対策計画
（平成30年9月改正）

出典：高知市役所ホームページ 高知市津波ハザードマップ

　中山間地域も空き家率が
高いが、現在移住促進に力
を入れている地域も多く、
対策がなされている

⇒一般の空き家対策として考えられる移住の促進も難しい



廃校・学校の統廃合による空き家の増加

出典：高知市長浜・御畳瀬・浦戸地域振興計画

出典：高知新聞（2016年1月18日）



実は行政が関わりづらい空き家問題

高知市空家等対策計画
《利活用への取り組み》
・中山間地域での空き家情報バンク制度
・地域活動等の拠点の整備
・利活用可能な空き等のデータベースの整備
・空き家等活用に関する制度の周知
・空き家等補助制度の活用
・住宅セーフティーネット制度の活用
《特定空き家に関する措置》

・「空き家等対策の推進に関する特別措置法」に基づき措
置
《相談及び対策の実施体制》
・受付窓口の設置
・空き家対策庁内連絡会の組織
・「高知市空き家等対策協議会」の設置
・助成制度

空家等対策の推進 に関する特別措置法（空家法） 2015年

空き家は個人の持
ち物なので個人で
管理するのが基本

所有者の特定が困難
になることがある

代執行には、が費
用・労力・時間か
かる。財源は税金。

代執行は
命令のような形

になるので、行政
もあまり好んでい

ない。

住民から地域にある「空
き家」をどうにかしてほし
いという要望が増える



難しい問題で…空き家に関わりたくない・・・

なのに空き家に関わる人がいない・・・

空き家の増加 学校がなくなる
地震や津波

が心配
行政が関わり

づらい

地域にはさまざまな生活や立地条件・そこに住む住民が！

地域の事情に対応した空き家対策が必要

でも



地域で見守る「空き家」

空き家に関わるきっかけを作り、地域に合った空き家の活用を！

そこで……





旧御畳瀬小学校を拠点として、御畳瀬地域にある空き家を利用　

イベントの概要

①旧御畳瀬小学校で小中学生・地域
住民が影絵制作を行う
→影絵はストーリー性のあるものに

②空き家に飾り付けをする

③イベント当日（夕方～夜）
旧御畳瀬小学校でマップを渡し、
周って楽しんでもらう

目的・ねらい

◎異世代の交流が活発になる
◎学校が拠点なので参加しやすい

◎御畳瀬全体を周りたくなる

◎影絵を設置し灯りをつけるこ
とで、ユーモアがありつつも町
を明るくすることに
◎空き家の場所を知ることにも

◎地域性を生かした、御畳瀬に
しかできない周遊イベントに

◎御畳瀬に足を運ぶきっかけに



　なぜ御畳瀬？
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かつて漁業で栄えた港町
・狭い地域に家が敷き詰められている
・港町特有の景観
・潮風が当たりやすいため、空き家になると劣化しやすい

少子高齢化が進んでいる
左図から他の地域よりも高齢化が進んでいる。
左の図は高知市の中山間地域と沿岸地域の
高齢化率であるが、御畳瀬が一番高いことが
伺える。

高齢化に伴い、右の写真からも地域自体の
家の築年数が古いであろうことが予測される。

地域に学校がない
2012年に御畳瀬小学校が廃校になり、
御畳瀬地域内に運営している学校がな
くなっている。
「こうちみませ楽舎」として地域おこしを
楽しみながら学ぶ場へと変化している。

水洗トイレが少なく、
お風呂を持たない家が
多い（住民の声）

出典：高知市空家等対策計画（平成30年9月改正）

出典：Google マップ



夜に地域を歩いてみると…

・暗くて怖い

・車は多いが、歩いている人が少ない

・学生が少ない

・灯りがついている家がまばら

・釣りに来ている人がいた

→灯りが少なく、暗く、怖い

　人が少なくてさみしい

なぜ、影絵？

現地での気づき 灯りが増えると、
暗くて怖い雰囲気が改善されるのでは？
また、家すべてに明かりがともっているとこ
ろを見てみたい！
　　　　　　　↓
でも、ただ灯りをつけるだけでは物足りない
…人も集まらない…地域の人が空き家をプラ
スに考えられるおもしろさが必要
　　　　　　　↓

　　　　　　　↓
イベントで人・灯りが増えることで町全体が
明るい雰囲気になる。　　　

影絵イベントはどうだろう？？

これらを踏まえて…



拠点は、廃校で！

⇒学校には人を集める力がある
出典：高知新聞（2020年4月20日）

『地域性が出やすく
安心安全なイメージ
のある学校の活用』
がポイントに

旧御畳瀬小学校
～最初は所有者関係の複雑でない、旧御畳瀬小学校を影絵の舞台に！～

〇家を使用して欲しいという声に
→地域の学校から波及していくことで、所有者側からの声に繋がりやすい

〇信頼の厚い地域住民が運営側に
→地域住民の方と共に作成していくことで、この人になら家に入られても大
丈夫という地域の方がイベントの運営側に来てくれるかも



空き家は地域の暮らしを表すもの。影絵イベントをすれば、街を歩いてまわりことになり、地域文化を体感できる

掃除などして活用

活用の難易度

難 易

外のみに装飾し、活用 そのまま活用



地域の人が集う場所「みなや」がある！

みなや

〇地域の人が集う場所

新しいことに協力的で、影絵イベントにも手を貸してくれそう

〇地域の事情をよく知っている

住民と密に関わっており、これから空き家になる家を教えてもら
えるような関係性を築いている

最初の第１回目にみなやを使用することで次のイベントの際、

地域住民の空き家貸し出しのハードルを下げられそう

＝空き家の活用への理解、交流の広がり

①勝手に、他人に家に入られたくない

介護施設や長期入院をしている方などは、家の中に仏壇

や家具をそのまま飾っているため、勝手に入られることに

抵抗感がある

②所有者関係

古い空き家であればあるほど、所有者さんを探す手間や

許可をいただくのに時間がかかる

御畳瀬に移住してきた方が開いた憩いの場。

毎週日曜日に開くコミュニティ。

住民の声



地域で活躍している人がいる！

地域との繋がりに期待できる南海中学校
右上の写真にあるように、旧御畳瀬小学校を南海中学校の校長先生や生
徒が地域の方と清掃。

影絵を美術の授業の一環にもできる…⁉

地域住民の創作活動

＝カラーセロハンや和紙を使用した影絵制作に繋がる
文化祭に合わせて３～４ヶ月かけて「ちぎり絵」を作成。高齢者の方も創作
活動など、さまざまな活動に意欲的。

影絵制作を通して、さらなる学生の地域住民との交流・高齢住民の刺激にも…！



イベントにはどんな効果が？

御畳瀬の住民

〇町が明るくなり、空き家の存在プラスに
〇住民同士や外部との交流が増える
〇空き家の防犯

空き家の所有者
「特定の誰かじゃなくて地域全体での活用だか
ら安心」
「うちの家も使ってほしい」
「そういえば御畳瀬に祖母の家が残っていた
な」
→所有者側から声をかけてもらうきっかけに

地域外の方
〇空き家のイメージアップ
→うちの地域でも活用できるかも！

〇毎年開催すると、新たな高知のイベントに
→老若男女が楽しめるイベント増える

行政
〇新たな空き家の対処法発見

〇高知市の目標：御畳瀬地域の交流
人口増加に繋がる・PRにもなる
〇空き家の場所が明確になる

学生

学生
「空き家って利活用できるんだ」
「御畳瀬ってこんな地域なんだなあ」



御畳瀬には、「人の力」「集いの場」「小さな町」という地域性がある

だからこそ影絵イベントに適しているという結論になった

しかし、他の地域でも当てはまるとは限らない

地域性は、気候・立地により多種多様だからである

それぞれの地域の特徴を活かした、活用・対処が求められている

写真：旧御畳瀬小学校へのトンネル道
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